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(57)【要約】
【課題】光電気複合基板の一層の高密度実装が可能な光
電気複合コネクタを提供する。
【解決手段】光電気複合基板２と平行に導入される光フ
ァイバ３及び電気導体４を設けたコネクタ本体５に、光
路変換部を備えて光ファイバ３と光電気複合基板２上の
光素子７との光接続を行う光コネクタ部６、及び、電気
導体４と光電気複合基板２上の電気端子８との電気的接
続を行う電気コネクタ部９を設ける。そして、光コネク
タ部６の光入出射面６ａ及び電気コネクタ部９のコンタ
クト１１の接触面１１ａを、コネクタ本体５の同一面（
同じ側の面）に設ける。光コネクタ部の光入射面と電気
コネクタ部のコンタクト面とがコネクタ本体の同一面に
あるので、基板側の電気信号用の電気端子に接続される
電気コネクタを別途設ける必要がない。コネクタが占め
る面積を大幅に削減できる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバ及び電気導体を設けたコネクタ本体に、光路変換部を備えて前記光ファイバ
と光電気複合基板上の光素子との光接続を行う光コネクタ部、及び、前記電気導体と光電
気複合基板上の電気端子との電気的接続を行う電気コネクタ部を設けるとともに、前記光
コネクタ部の光入出射面及び電気コネクタ部のコンタクトをコネクタ本体の同一面に設け
たことを特徴とする光電気複合コネクタ。
【請求項２】
　前記光ファイバをコネクタ本体の光入出射面側に配置しかつ電気導体をコネクタ本体の
光入出射面と反対側に配置するとともに、電気コネクタ部のコンタクトを、光ファイバ及
び電気導体の導入側とは反対側の端部に設けたことを特徴とする請求項１記載の光電気複
合コネクタ。
【請求項３】
　前記電気コネクタ部のコンタクトが、光電気複合基板上の前記電気端子に接触する接触
面とこれと直角な接触面との直角２方向の接触面を持つことを特徴とする請求項２記載の
光電気複合コネクタ。
【請求項４】
　光コネクタ部の光路変換部がコネクタ本体内部に配置したミラーであることを特徴とす
る請求項１～３記載の光電気複合コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光ファイバ及び電気導体をそれぞれ同時に接続可能な光電気複合コネクタ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバ及び電気導体をそれぞれ接続可能な光電気複合コネクタ（いわゆるハイブリ
ッドコネクタ）が種々提案されている。特に、自動車、オーディオ関係では複合型光コネ
クタの開発が盛んである。
　例えば、特許文献１（ＵＳＰ５１０９４５２光電気複合コネクタ）は、光ファイバと電
気導体とを並列させた光電気複合ケーブルに取り付けられるもので、単に、ケーブル端部
に設けたコネクタ本体に光端子と電気端子（コンタクト）を並列に設けた構造である。
【０００３】
　ところで、光電気複合基板上に搭載する表面実装型の光コネクタが各種提案されている
。例えば、特許文献２（特開２００３－２０７６９４）の光モジュールは、ミラー内蔵で
光路変換が可能なコネクタ本体を、光電気複合基板（パッケージ）と嵌合ピンにより位置
決めして、光電気複合基板上の光素子とコネクタ本体に配置されている光ファイバとの光
軸を合わせ、コネクタ本体をコ字型の板バネであるクランプで光電気複合基板に押さえ込
む構造である。
【特許文献１】ＵＳＰ５１０９４５２　光電気複合コネクタ
【特許文献２】特開２００３－２０７６９４　光モジュール
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の光電気複合コネクタの構造は、単にケーブル端部に設けたコネクタ本体に
光端子と電気端子を並列に設けた構造であり、コネクタ接続方向と光ファイバ方向とが同
じであるから、光電気複合基板に実装された光素子との高密度実装に用いる構造として適
切でない。
【０００５】
　特許文献２の光コネクタは、光ファイバと光電気複合基板上の光素子との光接続のため
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の高密度実装構造として有効であるが、電気的な接続をも必要とする場合には、別に電気
コネクタを設ける必要があり、別途設ける電気コネクタのスペースのために、高密度実装
が困難な場合も生じる。
　また、コネクタ本体のミラー空間あるいは光ファイバ配置部より上方の部分は不使用部
分となっており、高密度実装のためにこの不使用部分が活用可能であれば望ましい。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、光電気複合基板における部品実装の高密度
化を一層高めることが可能な光電気複合コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決する本発明の光電気複合コネクタは、光ファイバ及び電気導体を設けた
コネクタ本体に、光路変換部を備えて前記光ファイバと光電気複合基板上の光素子との光
接続を行う光コネクタ部、及び、前記電気導体と光電気複合基板上の電気端子との電気的
接続を行う電気コネクタ部を設けるとともに、前記光コネクタ部の光入出射面及び電気コ
ネクタ部のコンタクトをコネクタ本体の同一面に設けたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２は、請求項１の光電気複合コネクタにおいて、光ファイバをコネクタ本体の光
入出射面側に配置しかつ電気導体をコネクタ本体の光入出射面と反対側に配置するととも
に、電気コネクタ部のコンタクトを、光ファイバ及び電気導体の導入側とは反対側の端部
に設けたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項３は、請求項２の光電気複合コネクタにおいて、電気コネクタ部のコンタクトが
、光電気複合基板上の電気端子に接触する接触面とこれと直角な接触面との直角２方向の
接触面を持つを持つことを特徴とする。
【００１０】
　請求項４は、請求項１～３の光電気複合コネクタにおいて、光コネクタ部の光路変換部
がコネクタ本体内部に配置したミラーであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の光電気複合コネクタによれば、これを光素子が実装されている光電気複合基板
に実装する場合、光コネクタ部及び電気コネクタ部の両方を備え、かつ、光コネクタ部の
光入射面と電気コネクタ部のコンタクト面とがコネクタ本体の同一面（同じ側の面）に存
在しているので、基板側の電気信号用の電気端子に接続される電気コネクタを別途設ける
必要がない。このためコネクタが占める面積を大幅に削減でき、光電気複合基板の回路設
計におけるスペース上の制約が少なくなり、光電気複合基板における部品実装の一層の高
密度化が可能になる。
　例えば電気基板の側端部に各種の入出力端子が高密度に配置されている場合、電気コネ
クタと光コネクタを別々に配置するだけのスペースが得られないことが多々あるが、本発
明の光電気複合コネクタを用いることにより、コネクタが占める面積を大幅に削減できる
ので、基板側端部に入出力端子を高密度に配置する光電気複合基板の回路設計も可能とな
る。
【００１２】
　請求項２によれば、当該光電気複合コネクタを光電気複合基板に配置した状態では、電
気導体が光ファイバの上側にあり、電気コネクタ部のコンタクトが配線導入端と反対側に
位置されるが、このような配置とすることで、電気信号系統と光信号系統との干渉を簡単
に避けることができる。
【００１３】
　請求項３によれば、電気コネクタ部のコンタクトが、光電気複合基板上の前記電気端子
に接触する接触面とともにこれと直角な接触面を持つので、光電気複合基板側の電気端子
の形状をコンタクトの前記２つの面に対応する形状とすることで、２つの面での電気的接
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触となり、接触信頼性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施した光電気複合コネクタについて、図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１は本発明の一実施例の光電気複合コネクタ１を基板実装面側を上にした状態で示し
た斜視図、図２は図１の光電気複合コネクタ１の断面図、図３は光電気複合基板２及びこ
れに実装する上記光電気複合コネクタ１の実装前の離間状態で示した斜視図、図４は図３
において光電気複合コネクタ１を光電気複合基板２に実装した状態で示した斜視図、図５
は図４の実装状態における断面図である。
　光電気複合基板とは、電気回路パターンが形成された基板の一方の面上に、光入出射を
行う各種の光学素子が配列された基板を総称するものであり、この定義は本発明で共通に
用いられる。
【００１６】
　図５に示す通りコネクタ本体５は光導波路３（代表的な例として光ファイバという場合
がある）と光路変換部、及び電気導体４を設けたエポキシ製やＰＰＳ製等の樹脂で成形さ
れた箱形形状をなしている。
　光路変換部とは光ファイバ端面に入出射する光の方向を光電気複合基板に配置されてい
る光素子の光軸方向に変換する部分である。
　前記光路変換部には、光ファイバ３と光電気複合基板２上の光素子７との光接続を行う
光コネクタ部６を備えている。
　光素子７の光軸と光電気複合基板２に対して平行に導入されている光ファイバ３の方向
（光軸）は９０度で交差している。
　コネクタ本体５の先端側（図２、左側）には、前記光コネクタ部６と隣接し、前記電気
導体４と光電気複合基板２上の電気端子８との電気的接続を行う電気コネクタ部９を備え
ている。
　光コネクタ部６の光入出射面６ａ及び電気コネクタ部９のコンタクト１１（接触子とい
う場合もある）の電気的な接触部１１ａは、コネクタ本体５の同一面（図１、図２では上
側面、図３～図５では下側面）に存在する。
　光電気複合コネクタ１を、光電気複合基板２側に搭載される適宜のコネクタホルダによ
る位置決め手段により固定することにより、コンタクト１１と電気端子８が導通する。
　同時に、光路変換部を経由して、光素子７と光電気複合基板２と平行に導入されている
光ファイバ３が光学的に位置決め接続される。
　ただし、光路変換は特定の角度、特定の方向には限定されない。光ファイバの導入方向
、光学素子の光軸が異なれば光路変換角度が異なる場合がある。
【００１７】
　実施例の光ファイバ３は、複数の単心光ファイバを横並び一列に集合させた光ファイバ
テープであるが、光ファイバテープを構成する各単心光ファイバも説明の便宜上同じ符号
３で示す。また、被覆を除去した裸ファイバを３ａで示す。
　光ファイバ３は、コネクタ本体５の光ファイバ挿通孔５ａに挿入固定されている。
　光ファイバ挿通孔５aは、図２等で右側端で、コネクタ本体５の配線導入端（光ファイ
バ３及び電気導体４の導入側端部）からミラー空間１２まで開通されている
光ファイバ挿通孔５ａは、光ファイバテープの被覆部を収納する一つの被覆収納部５ａ１

と被覆収納部５ａ１に連続する複数の細径部５a２よりなる。
　光ファイバテープ先端から露出する複数の裸光ファイバは、それぞれが細径部５a２に
挿入されることにより光ファイバ３の先端は、前記細径部５a２により正確に位置決めさ
れる。
　これら被覆収納部５a１と細径部５a２は、コネクタ本体５の成形時に適宜形状の中抜き
金型を組み合わせて成形することができる。



(5) JP 2008-275717 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

　また、特に図示はしないが、コネクタ本体５の表面（図２、上側）に露出するガイド溝
を形成して光ファイバ３を位置決めすることもできる。
　このガイド溝は、光ファイバ３の被覆を収納する一つの被覆収納部と、光ファイバ３先
端に露出する複数の裸光ファイバを収納して位置決めする、前記被覆収納に連続して形成
される複数の精密位置決め部よりなる。
　つまり、ガイド溝は、配線導入端からミラー空間１２までに至るコネクタ表面（図２、
上側）に光ファイバ３の被覆部の幅、厚みに合わせた一つの部分と、この部分から分岐し
て先端（図２、左側）に至る精密位置決め部よりなる。
　精密位置決め部は複数のＶ溝等よりなる。
　先端口出しされた光ファイバ３を、被覆収納部と精密位置決め部に載置して位置決めし
た後に、適宜の蓋で上から封止して接着固定することにより完成する。
　コネクタ本体５には凹部が形成され、凹部の空間には、光ファイバ先端が臨んでいる。
光ファイバ先端と対向する凹部の一側面は光ファイバの光軸方向と４５°傾斜し、この傾
斜面に金属反射膜が蒸着されている。
　この傾斜面が、光学素子の光軸と光ファイバの光軸を直角に変更する光軸変更用のミラ
ー１４であり、以下、この凹部をミラー空間１２と称する。
　ミラー空間には光ファイバ先端が臨んでいるが、アセンブル終了後、ミラー空間１２を
透明な光学接着剤で封止する。更に必要に応じてミラー空間１２の表面をガラス蓋で封止
することもできる。
【００１８】
　実施例の電気導体４は、被覆をした電気コードである。
　以下では、電気コードと呼ぶ場合も符合４で示す。
　但し、取り扱う電気導体としては被覆されていない金属の裸導体であってもよい。
　電気コード４は、光ファイバ３より基板２と反対側（図１、図２では下側、図３～図５
では上側）に配置され、その先端には、前記のコンタクト１１が後述のようにして接続さ
れている。ただし、電気コード４と光ファイバ３の位置関係は実施例に限定されず、電気
コード４と光ファイバ３が基板２に対してほぼ同一となるような高さであっても良い。つ
まり、電気コード４はコネクタ本体内部でミラー空間と光ファイバ３を避けるよう配置さ
れていれば良い。
　コネクタ本体５を樹脂成形する際に光ファイバ挿通孔５ａと、電気コネクタ部９となる
電気コード挿入孔５bが配線導入端と反対端（図２の左端）の近傍までに至るまで形成さ
れる。電気コード挿入孔５bに電気コード４を挿入して固定する。
　電気コードの形状は限定されず、多心のテープ電線であっても良いし、単心線であって
も良い。
　電気コード挿入孔５bは複数本の電気コード４のそれぞれが一本入る程度の径の複数の
長穴であっても良い。
　この場合、それぞれの長穴に一本づつ電気コードを挿入する。
　電気コードがテープ電線である場合には、テープ電線をそのまま挿入できる程度の幅の
広い長穴であっても良い。
　コネクタ本体５の先端にはコンタクトが配置される。
　一般に、電気コネクタにおいて、コンタクトの形状と、コンタクトと電気導体とを接続
する方式は種々有るが、以下、その一実施例を説明する。
　図１～図２で示されるように、本実施例で用いられるコンタクトの形状は、全体が矩形
の薄板をなしている。
　コンタクトの矩形の１面は基板２上の電気端子８との電気接触面１１ａをなし、コネク
タ本体５の内側に位置する側面に、先端が楔形状なすクサビ状先端部１１bが形成されて
いる。
　コネクタ本体５の先端部（配線導入端と反対の端部）には、前記薄板状のコンタクト１
１を挿入できる程度で電気コード挿入穴５bに至るまでの切欠き１５が設けられる。この
切欠き１５はコンタクト１１のコネクタ本体５への埋込み部分が嵌り込むことが可能な程
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度の大きさ（幅及び深さ）である。
　コネクタ本体５の電気コード挿入穴５bに電気コード４を挿入し、電気コードの先端が
挿入穴の底に達して挿入限界になった後、前記切欠き１５にコンタクト１１を押し込み、
コンタクト１１のクサビ状先端部１１ｂを電気コード４の被覆を破って導体と接触させて
導通させる。電気コード４の先端が金属導体が剥きだしの場合は被覆を破る必要が無いの
で軽微な力でコンタクトを組み立てることができる。
　なお、上記説明では、電気コード４及びコンタクト１１をコネクタ本体５の成形後に、
コネクタ本体５に取り付けているが、コネクタ本体５の成形と同時に電気コード４及びコ
ンタクト１１を埋め込んでも良い。
　電気コネクタ部分は光コネクタ部分よりも組立精度が要求されないため、光コネクタ部
分と電気コネクタ部分を並存させても製作コストの上昇は抑えられる。
【００１９】
　上記の光電気複合コネクタ１を、例えばＶＣＳＥＬ（面発光型半導体レーザ）やＰＤ（
フォトダイオード）等の光素子７が実装されている光電気複合基板２に実装する場合、光
コネクタ部６及び電気コネクタ部９の両方を備え、かつ、光コネクタ部６の光入射面６ａ
と電気コネクタ部９のコンタクト１１の接触面１１ａとがコネクタ本体２の同一面（同じ
側の面）に存在しているので、基板２側の電気信号用の電気端子８に接続される電気コネ
クタを別途設ける必要がない。
　このため基板上でのコネクタが占める面積を大幅に削減でき、光電気複合基板の回路設
計におけるスペース上の制約が少なくなり、光電気複合基板における素子配置、回路設計
の自由度が向上し、部品実装の一層の高密度化が可能になる。
　例えば基板の側端部に各種の入出力端子が高密度に配置されている場合、電気コネクタ
と光コネクタを別々に配置するだけのスペースが得られないことが多々あるが、本発明の
光電気複合コネクタ１を用いることにより、コネクタが占める面積を大幅に削減できるの
で、基板側端部に入出力端子を高密度に配置する光電気複合基板の回路設計も可能となる
。
【００２０】
　実施例の光電気複合コネクタ１は、光電気複合基板２に配置した図５の状態で、電気コ
ード４が光ファイバ３の上側にあり、かつ電気コネクタ部９のコンタクト１１が配線導入
端と反対側に位置しているが、このような配置とすることで、電気信号系統と光信号系統
との干渉を、図示の通り簡単に避けることができる。
【実施例２】
【００２１】
　上述の実施例では、電気コネクタ部９のコンタクト１１の接触面１１ａが、光コネクタ
部６の光入出射面６ａと同じ側の１つの面だけ（接触面１１ａだけ）であるが、図６に示
したコンタクト１１’のように、光入出射面６ａと同一面の接触面１１ａ’とこれに連続
する垂直な接触面１１ｃ’との直角２方向の接触面（１１ａ’、１１ｃ’）を持つ構造と
してもよい。
　この場合、同図に示した光電気複合基板２側の電気端子８’のように、電気コネクタ部
９側のコンタクト１１’の形状に合わせて、水平面８ａ’及び垂直面８b’とを持つ形状
とすることで、電気コネクタ部９のコンタクト１１’と基板２側の電気端子８’との電気
的接触の信頼性を向上させることができる。
【実施例３】
【００２２】
　実施例の光電気複合コネクタ１における光コネクタ部６の光路変換部は、ミラー１４で
光を直角に反射させる構成であるが、反射膜によるミラーに限らず、光路変換部としてプ
リズムを用いてもよい。つまり、プリズムの一面に光ファイバ３を位置決めし、他面に光
学素子を位置決めする構成とすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】



(7) JP 2008-275717 A 2008.11.13

10

20

【図１】本発明の一実施例の光電気複合コネクタの基板実装面側を上にした状態で示した
斜視図である。
【図２】図１の光電気複合コネクタの断面図である。
【図３】光電気複合基板及びこれに実装する上記光電気複合コネクタの実装前の離間状態
で示した斜視図である。
【図４】図３において光電気複合コネクタを光電気複合基板に実装した状態で示した斜視
図である。
【図５】図４の実装状態における断面図である。
【図６】本発明の他の実施例を示すもので、図５に相当する断面図である。
【符号の説明】
【００２４】
１　光電気複合コネクタ
２　光電気複合基板
３　光ファイバ
４　電気コード（電気導体）
５　コネクタ本体
５ａ　光ファイバ挿通孔
５ｂ　電気コード挿入孔
６　　光コネクタ部
６ａ　光入出射面
７　　光素子
８　（光電気複合基板上の）電気端子
９　　電気コネクタ部
１１　（電気コネクタ部の）コンタクト
１１ａ　（コンタクトの）接触面
１１ｂ　（コンタクトの）クサビ状先端部
１２　ミラー空間
１４　ミラー
１５　切欠き
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